
掲載数 17

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 横須賀市 年長児 その他 巨大コオロギ

　自然豊かな交流園から「コオロギ」を頂いたことをきっかけに飼育が始まる。園の周
辺で出くわすことのない「巨大コオロギ」に驚きと興奮が隠せない子どもたちは、毎日
コオロギに夢中だった。虫博士が餌を調べて持ってきて食べさせたり、お弁当のみかん
の皮をエサにしたり率先して餌交換をしていた。傍観していた子も、その様子に影響さ
れ「手伝う。」と参加するようになった。コオロギに愛着がわくにつれ触りたい子も増
えた。虫博士から触るコツを教わると、自分でもてるようになり喜ぶ子もいた。コオロ
ギに興味はあるけれど触れなくて傍観していた子も、懸命にお世話する虫博士の姿か
ら、触ったり飼育したり、コオロギのお世話を積極的にするようになった。

教材・図鑑など

2 横須賀市 年長児 その他
巨大コオロギ
～その後～

　毎日大切にお世話し「コオロギ愛」は深まる子どもたちだったが、コオロギは日に日
に弱くなり、寒くなってきたことで次々に死んでしまった。そのたびに花や綺麗な石を
飾って、お墓を作り、みんなでお参りをした。亡くなった今も巨大コオロギを思い出
し、思い出話で盛り上がる時がある。約2か月の飼育を通して、コオロギの特性などに興
味をもち、過ごしやすい飼い方の工夫をしてきた子どもたち。世話をすることで小さな
命を大切に思う優しさや温かさを学んだと思う。死と向き合った時、中には残酷な意見
を言う子もいたが、その子に対し、命の大切さを一生懸命伝えようとする子もいた。コ
オロギの気持ちになって考え、お世話する子もいて、「コオロギ愛」の深さを感じた。

教材・図鑑など

3 横須賀市 幼複合 その他 健康
　マスクの着用やうがい・手洗いの励行、こまめなアルコール消毒など、新型コロナ
ウィルス感染予防に関する注意事項を繰り返すことで、自分の命と健康を守る主体的な
態度が身についてきた。

4 横須賀市 幼複合 その他 食育・生命尊重

　米、サツマイモ、ジャガイモ、ナス、ピーマン、キュウリ、ゴーヤ等の作物の栽培・
収穫活動を通して、四季の変化を感じ取るとともに収穫の喜びを味わうことで、自然へ
の愛情や畏敬の念、自然の恵みへの感謝の気持ちや食への関心を抱くことができた。
　コオロギやカマキリ、ザリガニなどの飼育・観察を通して、生き物のおもしろさやい
のちの尊さに気づくことができた。

令和３年度　いのちの授業　事例集（幼稚園こども園）【その他】



5 平塚市 幼複合 その他
災害から命を
守るために

　朝の会で、静岡県熱海市で起こった土石流を話題にする。報道を見た幼児の言葉や新聞記事に
触れ、土石流の恐ろしさについて話し合った。本園周辺地域も大雨に見舞われ、平塚市には緊急
安全確保が発令されたことから、災害時に命を守るためにはどのように行動したらいいのか、日
ごろの備えについて考える機会になった。子どもたちからは、自分たちが見た大雨の強さや、近
くの川の増水について、気づいたことを発表する姿も見られた。その日の午後、土砂災害避難訓
練を行い、実際に命を守る行動についての大切さを改めて感じていた。

年中・年長の複合学年
災害報道の新聞

6 平塚市 幼複合 その他
カブトムシの命
がつながる。

　地域の公民館より、カブトムシのつがいをいただいた。図鑑で飼い方を調べ、エサや
りなどの世話をしてきた。夏休み明けの通園時に、オス・メスが死んでいることに気付
く。悲しんでいる幼児もいた。しばらくして、飼っていた水槽の中に、カブトムシの卵
を見つけた。卵から幼虫になるまでの大きさの変化を観察し、定期的に土を入れ替えて
いる。虫の卵から成虫になるまでの育ちに期待を持ち、楽しみにしている。

年中・年長の複合学年

7 秦野市 年中 その他 飼育

　園庭で蛙を捕まえる。担任や友達と一緒に蛙が住む環境や餌について調べたり考えた
りして、飼育ケースの中の環境を整え、飼うことにした。数日後、イモリを見つけて空
の飼育ケースに入れ、炎天下に１時間程放置したことでイモリは死んでしまった。「ど
うして蛙は元気に生きているのに、イモリは死んでしまったのか？」をクラスで考える
機会を作ると「餌をあげなかった。」「暑かった。」「水が入っていなかった。」等死
んでしまった原因を振り返った。また「死んでしまったイモリをどうするか？」と投げ
かけたところ「逃がす。」との意見があった。その時に一度死んでしまったものは生き
返らないことや命の尊さを知らせてたことで、それ以降は、蛙を丁寧に扱ったり、忘れ
ずにミミズを捕まえてあげたりするようになる。身近な生き物への接し方を考え、命あ
るものとしていたわり、大切にする気持ちを持ってかかわる姿に繋がった。

・担任
・図鑑「生き物、つか
まえたらどうする？」

8 秦野市 年中 その他 飼育栽培

　一人一鉢でチューリップの球根を育てる。芽が出てくるといくつかの球根がカラスに
よって、掘りおこされてしまう。
「カラスもお腹が空いてたんじゃないかな」
「カラスは他の食べ物があるから、球根を食べないほうがいいよね、球根を間違えて食
べちゃったんじゃないかな」「ごはんと間違えて食べないように教えてあげた方がいい
よね」という子ども達同士のやりとりがあったため、タブレットを使い子ども達と一緒
に調べて見る。
　カラスの特徴を調べてみると、ミラーテープが苦手なことを知り、「ご飯と間違わな
いように、ミラーテープをつけて知らせてあげよう」とチューリップの鉢に目立つよう
につける。困ったことをする生き物と考えるのではなく、生きているという立場になり
感じたり、一緒に共存して生活できるかを考えるたりする姿が見られた。



9 秦野市 年長 その他 飼育栽培

　園庭で見つけたカマキリをクラスで飼育することになる。図鑑を見ながら飼育するた
めの環境やエサとなるものを調べ、「葉っぱや木を入れたほうがいいよ」「バッタは食
べるかな」と載っていることから自分達で考えて飼育していた。「アリも食べるかもし
れない」「チョウチョは食べるかな」と、図鑑に載っていない虫もエサになるかもしれ
ないことを考えて試してみたり、「カメムシは食べるよ」とエサになることが分かると
友達に教え合ったりしながら世話をしていた。カマキリが２匹になった時、別々の虫か
ごで飼育していたが、１匹ではさみしいのではないかと同じ虫かごに入れると共食いを
してしまう。子どもなりに考えた行動であったが、一匹になってしまったことに驚きと
衝撃を受けている様子であった。別々の虫かごで飼育したほうが良いと子どもなりに考
える姿が見られ、命の尊さを感じることができた経験であった。

10 小田原市 年長 その他 防犯訓練

　不審者から自分自身を守るための対応策の一つとして、年長児を対象に防犯訓練を
行った。映像を見ながらの講話や実技を通して、不審者に遭遇しないための行動の仕方
や万が一遭遇した時のできうる対応について学んだ。いざという時に自分自身を守るた
めには、周りに大きな声で簡潔に助けを求めることや人の少ないところに不用意に近づ
かないことなどを学んだ。

講師は神奈川県くらし安
全交通課の職員2名
ビデオを見ながら行った
ので、イメージしやす
かったようである。

11 南足柄市 幼複合 その他

サツマイモの栽
培から収穫まで
～食べ物はどう
してできるのか
な～

　サツマイモの栽培をとおして、幼児が毎日の食べ物がどのようにして栽培され、サツ
マイモが力強く自然の中で大きくなっていくかについて知る保育実践である。サツマイ
モの苗を自分で挿したことのある幼児は少なかった。そこで、地域の方にサツマイモの
育て方や収穫の仕方を聞き、実際に栽培を行った。園内の畑で、幼児が、水をやった
り、ツル返しをしたりするうちにサツマイモの生命力を学んだ。収穫したサツマイモ
は、保護者の支援も受け、園内の枯れ木や稲わらを用いてサツマイモパーティーを行っ
た。６月に幼児が挿したサツマイモの苗が大きくなり、サツマイモができ、自分たちで
食するという経験によりいのちの大切さや食べ物の大切さを知る良い機会となった。

12 南足柄市 幼複合 その他

野鳥に餌をやる
ために～餌の少
なくなった野鳥
を見て～

　１月、餌の少なくなった野鳥（ヒヨドリ、メジロ）は、園庭に餌がないか盛んに飛ん
でくる。幼児はそれを見て、野鳥に餌をやることはできないかと考えた保育実践であ
る。幼児は、木の実やミカンなどを食べているのではないかと考えた。そこで、園内に
ある木にミカンの輪切りをさし、野鳥を待った。すると、さっそくミカンをついばみに
くるヒヨドリやメジロが見られた。幼児は必死になってミカンをついばむ野鳥を見て、
生きていくには、食べることが大切であることを知った。また、野鳥のいのちを自分た
ちが支えていることも知った。餌の少なくなった時期の野鳥を見て必死に生きる姿を知
る保育実践となった。



13 大井町 年中 その他 女郎蜘蛛

　虫には興味はあるが、[怖い。」という思いがあった。蜘蛛が部屋にいると「怖い。」
「ムシムシ！」と大騒ぎしていたが、園長先生から「女郎蜘蛛は刺さない。毒がな
い。」ということを教えてもらい蜘蛛に興味をもつ。初めは、恐る恐る手にのせていた
が、蜘蛛の様子を見たり、自分でも捕まえたりしていた。また、蜘蛛の巣を見つけると
「何ていう蜘蛛かなぁ？」「何を食べるのかなぁ？」「調べてみよう。」と図鑑を見た
り、分かったことを友達に教えてあげたりするようになった。「蜘蛛を飼ってみた
い。」「食べるものないと死んじゃうから。」と、怖くて嫌いな虫ではなく、安心して
触れられるようになったことで、蜘蛛の面白さを感じるなどの気持ちの変化が見られ、
蜘蛛の命を考えることができるようになった。

飼育図鑑

14 松田町 年少 その他
はらぺこあおむ
し

　花壇で育てている菜の花の葉が、穴だらけになっていた。「犯人は誰だ？テントウム
シかな？」「バッタじゃない？」と予想する子どもたち。葉っぱをよく見ると、「はら
ぺこあおむしだ！」と発見した。「はらぺこあおむしだから、お腹がペコペコなんだ
よ！」と絵本の物語を思い出し、青虫が食べていた葉っぱをあげてクラスで飼うことに
した。しばらくすると、青虫の背中がギザギザの形に変化した。図鑑と照らし合わせ、
サナギになったことを知る。観察してきたことと図鑑の内容が一致したことに喜んでい
た。サナギの様子を観察する子どもたちから、「蝶々になったらどうする？」という問
いがあった。クラスで話し合うと、「可哀そうだから逃がす」「せっかく育てたから花
の蜜、葉っぱをあげて飼う」「畑に連れていく」など様々な考えが出た。しばらくして
羽化し、「モンシロチョウだ！」「蝶々になった！！」と大喜びの子どもたちだった。
実際に蝶々になると、「ほかのサナギもチョウチョになって、友達になってから逃が
す」という考えが出てきて、他の子も納得した。羽化した蝶々たちが飛んでいる姿を見
て、「チョウチョたち友達になった」と、安心したようで「元気でね！」と見送った。
空高く飛ぶ蝶々を見て、「綺麗だった！」「楽しそうだった」と満足そうだった。青虫
の変化に興味をもち、気づいたことを話したり、疑問に思うことは調べたりしながら成
長を見守った。また、羽化してすぐには飛べない蝶々、死んでしまった蝶々などとの出
会いもあり、命の大切さを身近に感じる機会となった。

15 松田町 年長 その他 カマキリの世話

　カマキリを見つけ保育室で飼育することになった。「葉っぱを食べるかも」の声に葉
を入れていたが食べていないことが分かった。次の日「お家で調べてきたよ！バッタと
かちょうちょを食べる！」「畑にいるかもしれない」など餌探しが始まった。カマキリ
のためにと数少ないバッタを捕まえたり、枝や葉を入れたりして日に日に愛着をもつよ
うになった。「かまくん喜んで食べているね」とカマキリの立場に立つ子もいれば
「バッタが食べられているけど大丈夫？可哀そう」とバッタの立場に立つ子もいた。生
き餌を食べる生き物を飼育することについて考える機会となった。せまい室内の中で飼
育するとどうしても捕まって食べられてしまう。やはり自然に返してあげた方がいいの
か。数日後、かまくんが死んでしまった。カマキリにも寿命があることを知り、園庭の
端にお墓を作った。亡くなった日からお花をお供えし、かまくんに対する思いはまた
違ったものになった。



16 山北町 年長 その他 命を大切にする

  蚕を卵から育てる活動を行った。孵化すると図鑑を見ながら食べ物や育て方について
調べ、「赤ちゃんだから葉は小さい方が良い」等、自分たちで考え、蚕のために工夫し
ながら世話をしていた。成虫になるまで何匹か死んでしまうこともあり、どうして死ん
でしまったのか、どうしたら元気に大きくなるのかと保育者も一緒に考えた。様々な意
見が出る中、寂しくて泣く子もいた。一方で、世話をほとんどしない子もおり、気持ち
に差が生まれたことから、保育者が一人一箱蚕の家を作ることにすると、繭になるまで
の間大事にエサをあげ、観察する子が増えた。育てた蚕が成長する喜び、死んでしまう
悲しさ等、いのちの大切さを学ぶきっかけとなった。

蚕の幼虫・蚕の図鑑

17 山北町 年中 その他
生き物の世話の
しかた

  夏の間、セミやカブトムシ、クワガタを捕まえることに興味をもっていた。最初は、
ただ捕まえて虫かごに入れておくことを楽しんでいたが、図鑑を保育室に用意し、いつ
でも見られるようにしたことで、自分たちで読み、虫の飼育の仕方を知ろうとする姿が
見られるようになった。また、園庭にある草を集め虫かごにいれて、生息環境を整え、
観察を楽しむ様子も見られるようになった。餌を入れたり、水を変えたりして一生懸命
世話をしていたが、死んでしまう虫もいた。死んでしまった後どうしたらよいかをみん
なで考え、土に中に埋めお墓を作ることになった。捕まえることを楽しむだけではな
く、観察の仕方を知り、いのちの大切さに気づくきっかけとなった。

夏・秋の虫図鑑


